生活日記を通じた「住まい」の場所論的研究 --朝鮮の住宅「雲鳥楼」を中心に-- by 金, 秉瑱
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注39) 雲鳥楼の規模変化に対する研究は、朴益秀：求禮雲鳥楼의 造営에 関한 史料的考察，建築歴史研


































 3.1 朝鮮時代の家系継承 
 3.2 雲鳥楼の家系継承と場所的意味 
4 祭祀空間を利用した場所的表現 
 4.1 朝鮮時代の祭祀 

















































































1代 柳爾胄(1726～1797) 歸晩 
2代 柳德浩(1757～1815) 隨分 
3代 柳 億(1796～1852) 圓石 
4代 柳見龍(1817～1851) 弄月 
5代 柳濟陽(1846～1922) 二山 
6代 柳永桓(1869～1892) - 
7代 柳瑩業(1886～1944) 五石 















柳爾胄 尹師國 (1728～1769) 歸晩窩、湛楽窩、二肯齋 
柳 億 李翊會 (1767～1811) 足閒亭、雲鳥楼、歸來亭、隨分室 


























































































































































































種類 対象 時期 場所 
四時祭 高･曾･祖考妣注34)、考妣 2･5･8･11月 正寢 
初祖祭 始祖 冬至 祠堂 
先祖祭 始祖以下、高祖以上 立春 祠堂 
禰祭 考妣 9月 正寢 
墓祭 始祖以下、考妣 3月 墓 

















































注4) 朴益秀：求禮雲鳥楼의 造営에 関한 史料的考察，建築歴史研究，Vol.3 No.2,203-214頁，1994.12 
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注6) 김왕직：求禮雲鳥楼의 創建과 変遷에 関한 研究，建築歴史研究，Vol.17 No.4，181-195頁，
2008.8 
注7) 최수영，他2人：全羅求禮五美洞家圖을 通해서 본 雲鳥楼의 空間構成에 관한 研究，大韓建築学
会論文集，Vol.17. No.11, 133-141頁,2001.11 
注8) 박수환：求禮柳氏生活日記「紀語」을 通해서 본 近代生活의 一面, 国立民俗博物館，Vol.25，1-
15頁，2004 
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 3.1 隠居の背景 
 3.2 移居経路 
4 移居経路に沿った場所的意味 
 4.1 文洙洞 
 4.2 弄月軒 
 4.3 隨分室 
 4.4 雲石亭 




































































































































































































































1 1864年 二肯齋 
－ 
2 1868年 隨分室 
3 1882年 湛楽窩 
4 1886年 隨分室 
5 1887年 湛楽窩 
6 1889年 隨分室 
7 1894年 文洙洞 
8 1895年 弄月軒 
9 1896年 隨分室 
10 1907年 雲石亭 
11 1910年 二肯齋 1916年 歸來亭 
12 1922年 死 亡 1917年 隨分室 








































































































































































































































嶺右名山首柏田     嶺右の名山は柏田注52)を首とす 
古人云是小桃源     古人云うこれ小桃源と 
雲間采藥不多里     雲間に薬を采るに里多からず 
松下讀書時有村     松下に書を読むに時に村あり 
石梘水鳴紅稻臥     石梘に水鳴り紅稻臥し 
薺花風擺白糜奔     薺花風に擺れて白糜奔る 
怪來月出聞樵斧     月出で樵斧を聞きて怪しみ來たるに 
















五峯飛舞直奔江     五峯飛舞して直ちに江に奔り 
猝遇方壺未肯降     猝かに方壺に遇いて未だ降るを肯んぜず 
兩山將鬪天動柱     兩山將に鬪かわんとして天は柱を動かし 
江神勸解江干住     江神解を勸めて、江干に住とどまる 
巨靈大叫氣蟠胸     巨靈は大いに叫んで気は胸に蟠まり 
立成髑髏萬萬古     立ただちに髑髏と成りて萬萬古 






























































































































































































































































































 2.1 朝鮮時代における喪礼の規範 
 2.2 柳氏家における喪礼の規範 
3 柳氏家の喪礼 
 3.1 柳濟陽が行った喪礼 
  3.1.1 妻の喪礼 
  3.1.2 嫁の喪礼 
  3.1.3 母親の喪礼 
 3.2 柳瀅業が行った喪礼 
  3.2.1 祖父の喪礼 
  3.2.2 下人の喪礼 
  3.2.3 息子の喪礼 






































































































































































































































































































































































































































1900.7 嫁 行廊棟 足砧室 





1925.2 下人 － 棺 
1930.6 息子 
舎廊棟 二肯濟 






























































































































韓国의 冠婚喪祭，집문당，1995；祠堂의 歴史와 位置에 関한 研究，文化財研究所，1990；朱子
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 第1章 雲鳥楼の懸板・家系継承・祭祀を通じてみた住まいの場所 
    「朝鮮の住宅「雲鳥楼」における懸板・家系継承・祭祀からみた住まいの場所の究明
－「住まう」ことの場所論的研究(その1)」 
    『日本建築学会計画系論文集』第77巻 第675号 1223頁～1229頁に掲載 
 
 
 第2章 柳氏の隠居を通じてみた住まいの場所 
    「朝鮮の住宅「雲鳥楼」における隠居からみた住まいの場所の究明 
－「住まう」ことの場所論的研究（その2）」 
    『日本建築学会計画系論文集』第78巻 第691号 2047頁～2053頁に掲載 
 
 
 第3章 柳氏の喪礼を通じてみた住まいの場所 
    「朝鮮の住宅「雲鳥楼」における喪礼からみた住まいの場所の究明 
－「住まう」ことの場所論的研究（その3）」 
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日記名 著 者 記録時期 内 容 備 考 
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日記名 著 者 記録時期 内 容 備 考 
癸巳年日記 未詳 1953～1954
日記の著者は、この日記が宣城金氏咸集堂宗家か
ら出たものであり、師である金東鎭の門人なの
で、宣城金氏の一員と推定できるが、この名前を
確認しにくい。1952年正月から始まった日記であ
るが、朝鮮戦争(1954.6.25)に関する話しは、あま
りなく、往来した人々の記録と天気と農事に関す
る記録が大部分であり、その当時老年(1954年に65
歳)の知識人がどのような考えを持って生活したの
かを窺うことができる。 
－ 
家庭日記帖 未詳 1965～1969
家庭日記帖は、宣城金氏咸集堂宗家の一年の生活
を詳しく窺うことができる資料である。上記の癸
巳年日記とは異なる、祭祀、墓祀、婚事など家内
の大小事と小作農から取り入れた地税、節気に沿
った農事の事など多様な記録を通じて咸集堂宗家
の維持方法と朝鮮戦争以降の生活史を研究するこ
とに基礎資料として価値がある。 
－ 
 
 
付録で紹介した日記以外にも、家門の文集、国史編纂委員会、韓国学中央研究院で発行した
日記と韓国民族文化大百科事典、国立中央図書館で整理した目録現況、そして奎章閣、藏書閣 
などで所蔵している日記類を合わせれば、現存する日記は数百種に至る。 
本紙面を通してより、多くの日記を紹介したいが、まずここでは本論文の筆者が直・間接的
に接した日記類と建築学的、生活史的側面を窺うことができる日記を紹介した。一方では、建
築学分野以外の学問でも活用できる日記も多数含まれており、今後より幅広い研究が行われる
ことを期待する。 
 
 
 
 
 
 
 
